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公共交通不便地における持続可能な交通手段調査検討事業について 
 

 

１ 事業概要 

公共交通不便地における日常生活の交通手段を確保するため運行しているコミュニティバス「あいばす」等に 

ついて、利用者数の少ない便があるなど課題等があることから、地域の持続可能な交通手段となるよう調査検討 

を行う。 

 

  ≪事業のイメージ≫ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【公共交通不便地における持続可能な交通手段調査検討事業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 事業全体スケジュール 

   

年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 

業務 

内容 

 

 

 

・ＡＩオンデマンド交通実証実

験(無償) 

・バスロケデータ等を活用した

利用者の移動特性等の分析 

・利用者アンケート調査 など 

 

 

 

・ＡＩオンデマンド交通実証実験

（有償） 

・公共交通不便地の住民のニーズ

把握 

・前年度の調査結果等を踏まえた

交通手段の見直し方針（素案）

の作成 など 

 

 

 

・基礎調査結果等を踏ま

えた見直し方針の策定

など 

 

３ 令和５年度の事業内容 

 ⑴ 鹿児島市公共交通不便地における持続可能な交通手段調査検討会の設置・開催 

  ① 設置の目的 

    公共交通不便地における日常生活の交通手段を確保するため運行しているコミュニティバス「あいばす」等に

ついて、利用者数の少ない便があるなど課題等があることから、地域の実情に合わせた持続可能な交通手段とな

るよう、その調査検討に必要な事項を協議するため設置するもの。 

  ② 所掌事項 

   ア 公共交通不便地における持続可能な交通手段の調査検討に関すること。 

   イ ＡＩオンデマンド交通の実証実験の実施・検証に関すること。 

   ウ 利用状況や市民ニーズ等の基礎的な調査・分析に関すること。 

   エ 新モビリティサービス事業に関すること。 

   オ 前各号に定めるもののほか、必要な事項に関すること。 

  ③ 委員構成 

     
 

  

役　職 氏　　名

名誉教授 井上　佳朗

教授 稲永　健太郎

教授 円山　琢也

首席運輸企画
専門官

西村　英明

課長 滝澤　朗

部長 福田　大作

関係行政機関の職員

区　　　　分 所　属　等

国土交通省九州運輸局鹿児島運輸支局

鹿児島大学

 学識経験者 九州産業大学理工学部情報科学科

熊本大学大学院先端科学研究部

鹿児島県総合政策部交通政策課

鹿児島市企画財政局企画部

 

【運行地域（１１地域）】 ①吉野 ②谷山 ③喜入 ④伊敷東部 ⑤伊敷西部 ⑥谷山北部 

⑦谷山南部 ⑧吉田 ⑨松元 ⑩郡山 ⑪小原 

 

【あいばすの課題】 

 

 

 

 

 

利用者数が少ない 

運転者不足 車両の老朽化 ルートの長大化 

ＡＩオンデマンド交通実証実験 利用状況等の基礎調査（バスロケデータ等活用） 

〔検討体制〕 

「鹿児島市公共交通不便地における持続可能な交通手段調査検討会」 

AI オンデマンド

交通 

乗合タクシー 

あいばすの継続 

あいばすと乗合タクシー 

の組み合わせ 
あいばすと AIオンデマンド交通 

の組み合わせ 

見直し（イメージ） 

●●地域 
あいばす 

◆◆地域 

1人当たりの補助金額が高い 

あいばす（１１地域） 

 

あいばすの継続 

（必要に応じ、車両の小型化や減便等を実施） 

 

 

 

 

 

ＡＩオンデマンド交通 乗合タクシー 

 

 

 

 

【見直し（イメージ）】 

地域の実情に合わせた持続可能な交通手段の調査検討 

地域の実情に合わせた持続可能な交通手段への見直し 

「公共交通不便地における持続可能な交通手段調査検討会」等による調査検討・協議 

協議事項２ 資料２ 
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⑵ ＡＩオンデマンド交通実証実験（無償） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 目的 

公共交通不便地における日常生活の交通手段に課題があることから、ＡＩ

技術による最適な運行ルートの選択、配車を行う乗合輸送サービスを有した

オンデマンド交通の実証実験を行い、地域の実情に応じた新たな交通手段の

導入可能性について検証する。 

② 実験概要 

 ア 実施エリア 

  ・谷山地域あいばすの運行ルート周辺 

 イ 実証実験期間 

  ・令和５年１１月２０日～令和６年１月３１日（運行日数６０日） 

※日曜日、１２月３１日～１月３日は運休 

 ウ 運行方法 

・ミーティングポイント（以下、「ＭＰ」という。）方式とし、公共交通不

便地ＭＰと目的地ＭＰ間の移動及び公共交通不便地ＭＰ間の移動を対

象とする。運行便数は予約に応じて運行し、設定しない。 

 エ 運行経路 

・ＡＩ技術により指示された運行経路等とし、予約があったＭＰ間を運行

する。 

 オ 運行日・運行時間 

・月曜日から土曜日までとし、運行時間は９時から１７時までを基準に、

システム及び車両運行委託業務受注者と協議の上、決定する。 

 カ 使用車両 

・一般乗用旅客自動車運送事業の車種区分における特定大型車で（乗車定

員７名以上、運転者１名除く）で、車両運行業務委託受注者が使用権原

を有するもの 

 キ 予約方法 

  ・電話及びユーザーアプリ（web含む） 

 ク ＭＰ 

・公共交通不便地ＭＰ…約４０箇所（うちあいばすバス停２２箇所） 

  ・目的地ＭＰ…約４０箇所（うちあいばすバス停２４箇所） 

※あいばすバス停以外のＭＰ設置箇所については、周辺の住居や道路状

況、住民意見などを踏まえ、関係者と協議して決定する。 

 ケ その他 

  ・実証実験期間中もあいばすは運行継続する。 

  ・実証実験期間中に利用者へのアンケート調査を実施する。 

・実証実験開始にあたり運行開始式典を開催する。また、利用促進策とし

て、パンフレット等を作成する。 

AIオンデマンド交通
実証実験

（システム）

AIオンデマンド交通
実証実験

（運行業務）

地元町内会
（５町内会）

１２月 １月 ２月 ３月６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月
項目

令和４年度 Ｒ５年度

２月 ３月 ４月 ５月

契約

【町内会へ】

事業説明と

ＭＰ設定意見照会

【会長へ】

事業説明と

今後の進め方相談

プロポーザル 実証実験の準備作業 実証実験(11/20～1/31)

【町内会へ】

利用方法説明・

利用登録サポート アンケート調査

運行業務

入札

手続き

・車両及び乗務員の確保等

・道路運送法第21条の手続き
契約



3 

 

 

⑶ あいばす利用状況等調査 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 業務の目的 

「あいばす」に導入しているバスロケーションシステムから得られるデータや乗り込み調査により得られる情報を用いて、利用状況等を可視化するとともに、地域別の移動特性等を考察し、 

「あいばす」の運行ルート・ダイヤの見直しや地域の実情に応じた最適な交通手段等を検討するための基礎的な調査を行うもの。 

利用状況等の基礎的な調査を踏まえた最適な交通手段等の検討（令和６年度以降～） 

② 令和５年度の調査内容 

ア 鹿児島市コミュニティバス利用状況等調査業務  

   

バスロケーションシステムのデータ等を活用した調査分析を行うもの。 

 

・ 地域概況の調査 

対象地域の概況（人口特性、人口分布、生活利便施設立地状況、停留所周辺の標高等地理情報、

他の公共交通機関への接続状況等）を調査し、グラフ化や地図上への描画により可視化 

 

・ 「あいばす」利用状況データ等の調査 

 バスロケーションシステムから得られるデータ等を用いて、「あいばす」の利用状況を調査し、

グラフ化や地図上への描画により可視化 

   （分析の対象は、令和４年１２月～令和５年１１月分のデータ） 

 

・ 地域別の移動特性等の考察 

 地域概況及び「あいばす」利用状況データ等の調査結果と、別途発注する利用者へのアンケート

調査の結果をもとに、人口分布図や地理情報システム（GIS）の情報等と重ね合わせて地図上で描

画し、地域別及び全体的な移動特性、利用系統毎の問題点、利用者ニーズ等について考察 

 

・ 地域別の移動特性等の考察を踏まえた改善策の検討 

 地域別の移動特性等の考察を踏まえて、運行の効率化に向けて最適なルート・便数や地域の実情

に応じた最適な移動手段等を検討 

 

 

イ （仮称）鹿児島市コミュニティバス利用者アンケート調査業務  

   

あいばす車両に乗り込み調査を行うもの。 

 

・ 停留所毎の乗降客数（男女別・年齢階層別）及び乗車人員の目視確認 

調査対象日の始発便から最終便まで乗車し、停留所毎に乗降客数の性別及び年齢階層を記録

（乗り込み調査は、各地域２日間を予定） 

 

・ 利用頻度、利用目的等の聞き取り調査 

乗客に対して、運行内容への意識・意向等を聞き取り、記録 

＜聞き取り項目＞ 

◇ 利用状況等について 

・利用頻度、主な利用目的 

 ・他の公共交通機関との乗継利用の有無 

・バスロケーションシステムの認知度 

・スマートフォンの所持、アプリ利用 など 

◇ 運行について 

 ・ルート、目的地、経由地 

・運行日数、時間帯、便数 

 ・最寄りバス停までの移動距離 

    ・運賃の許容度 など 


